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1. はじめに 
	 SNS 上に形成されるソーシャルネットワーク（以下,SN）

は,情報ネットワーク（以下,IN）を通じて,活動を行って

いる.その活動を活性化させるためには,SN の動きに対応し

た IN の制御が不可欠である.その観点から,SNS のデータか

ら SN の活動を抽出し,IN の制御に活用する方法を研究して

いる[1].	

	 例えば,もし,SN 上の活動状況から,次に,その SN のメン

バーに利用される可能性のあるコンテンツが予測できれば,

そのコンテンツを利用者に近い適切な場所にあらかじめ配

置するような IN 上の対応を行うことによって,利用者への

サービスの質を高めたり,ネットワークリソースを効率良

く利用出来る可能性がある.SNS データの情報を調査すれ

ば,SN の情報を取得することができる.しかし,SNS のデー

タを用いて,ユーザが要求する可能性のあるコンテンツを

事前に予測する方法は,まだ確立されていない.	

	 そこで,まずは,人気コンテンツがどのように生まれてい

くかを,把握することから始める.その具体的な事例として,

対象コンテンツを YouTube 動画とし,Twitter において,動

画配信初日から,その URL を含んだツイートを収集し,人気

が出たコンテンツに関する情報伝搬がどのように行われた

かを調査した. 
2. インフルエンサーによる人気コンテンツ発生 

2.1 インフルエンサーとアクセプター 

本研究では,インフルエンサーを「自分と同じ行動をする
ように,他のユーザに働きかけをするユーザ」,アクセプタ
ーを「インフルエンサーから影響を受けたいと感じている

ユーザ」と定義する. 

2.2 人気コンテンツが発生するまでの過程 

インフルエンサーが存在した場合,インフルエンサーがア
クセプターに影響を与えるまでの過程を,図 1に示す. 
アクセプターは,⓪インフルエンサーの存在を事前に知り,

かつインフルエンサーの行動に共感しており,影響を受けや
すい状態にある. 
ここで,インフルエンサーがコンテンツを“①利用”し,

インフルエンサーが取得したコンテンツを,アクセプターと
“②共有”したいと考え,コンテンツの情報を“③発信”す
る.そして,アクセプターは,インフルエンサーからコンテン
ツの情報を“④受信”し,アクセプターが,インフルエンサ
ーに“⑤共感”をする.その後,インフルエンサーの“⑥真
似”をするために,アクセプターが,インフルエンサーと同
じコンテンツを“⑦利用”することで,コンテンツのアクセ
ス数が上がる. 

さらに,人気コンテンツになるには,以下の条件が成立す
る必要があると考えられる. 

1.インフルエンサーに対して,アクセプターが多いこと 
2.インフルエンサーの魅力度が高いこと 
3.コンテンツに対して,利益があると感じるユーザが多 	

 	 いこと 
4. 図 1の現象が短期間で起こること 
 
 
 
 
 

 

3. Twitter におけるケーススタディ 
現実世界では,1人 1人の行動や,実際のコンテンツ利用の

有無,インフルエンサーとアクセプターの関係を観察するの
は困難である.しかし,Twitter では,ツイートを観察すること
で,ユーザの行動を把握することができる.コンテンツ利用
の有無に関しては,コンテンツの情報がツイートに含まれて
いることで把握できる.そして,インフルエンサーとアクセ
プターの関係に関しては,フォロー/フォロワーの関係で取
得することができる.このように,Twitter では,1 ユーザの行
動やユーザ間のつながりを可視化することができる. 

3.1 Twitter の場合での人気コンテンツ発生過程 

Twitter 上に,インフルエンサーが存在した場合,インフル
エンサーがアクセプターに影響を与えるまでの過程を,図 2
に示す. 

Twitter では,インフルエンサーを「フォロイー」,アクセ
プターを「フォロワー」としている. 

Twitter 上で,人気コンテンツになるためには,フォロイー
に対して,フォロワーが多数いることで,情報が拡散される.
そして,コンテンツを取得したフォロワーが,フォロイーと
なり,そのフォロワーにコンテンツの情報を発信することで,
サイクルを回すことができる. 

 
 
 
 

 

図 1 インフルエンサーがアクセプターに影響を与えるまで 
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3.2 Twitter 上でのツイート数の変化の予想 

Twitter において,インフルエンサーが存在した場合のツ
イート数の推移予想を,図 3に示す. 
ユーザのフォロワー数が多ければ,情報を受け取るユー

ザが多くなるので,ツイート数は短期間に多くなると予想

される(拡散期).しかし,情報が伝搬されるほど,ユーザ同

士のフォロワーとの重複が生じたり,情報を受け取るユー

ザの数が少なくなる.よって,時間が経つにつれて,ツイー

ト数がゆっくりと少なくなることが予想される(収束期).	

3.3 インフルエンサーの発見方法 

Twitter 上で,インフルエンサーがツイートした YouTube
動画の URL情報を,多くのアクセプターが取得する.そして,
共感し,インフルエンサーと同じ YouTube 動画を視聴した
場合,その YouTube 動画の視聴回数が急に増えることが予
想される. 
よって,YouTube動画の視聴回数が急に増える現象が起き

たならば,そこには,インフルエンサーが関わっていること
が考えられる.そこで,YouTube 動画の視聴回数が多い動画
を探し,YouTube 動画の URL が含まれるツイートを調べる
ことにした.しかし,実際に,Twitter 上で,アクセプターがイン
フルエンサーから影響を受けたかどうかは確認できない.そ
こで,仮定として,「ある時刻に,YouTube動画の URLを含む
ツイートをしたユーザ A のフォロワーが ,その後 ,同じ
YouTube 動画の URL を含むツイートをした場合,A の影響
を受けて,動画を再生し,自ら URL をコピーしてツイートし
た,又は YouTube 動画の『共有』機能を用いて,ツイートし
た」とする. 

3.4 観測データ 

3.4.1 観測データの取得方法 
Twitter API を用いて ,Twitter データの収集を行っ

た.YouTube 動画から,アーティスト「ゆず×いきものがか
り」の“イロハトリドリ”の URL を含んだツイート情報
を取得した .その方法は ,Python でプログラムを作成
し,Twitter API を用いて,動画配信初日(2017/04/12)が含まれ
るように,データを取得した. 
3.4.2 観測結果 

1時間ごとのツイート数の観測データを,図 4に示す. 

 
インフルエンサーがツイートした日時とインフルエンサ

ーから影響を与えられたユーザの数を,表 5 に示す.仮定か
ら,以下の 5 人のユーザが,インフルエンサーである可能性
があることが明らかになった.そして,この 5 人のユーザが
ツイートした時刻に注目すると,動画が配信されてからすぐ
にツイートを行っていることが明らかになった. 

3.4.3 考察 
観測データから,予想とは異なり,時刻に依存した山がで

きているのが分かる.それは,どの日にちも同じ時間帯にあ
り,Twitter の利用時間が関係していると考えられる.Twitter
の 1番多い利用時間帯は,21時から 22時の間である.つまり,
その時間帯に Twitter を利用しているユーザが多いため,イ
ンフルエンサーの影響より時刻の影響が強く出たことが考

えられる. 

4. まとめ 
本研究では,SNS 上で,インフルエンサーを発見する方法

を提示し,分析の結果,特定のユーザが影響力を持つことが
明らかになった. 
なお,本研究は,科学研究費補助金 No.26330386 による助

成を受けて実施した. 
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図 2 インフルエンサーがアクセプターに影響を与えるまで

(Twitter) 

図 3 インフルエンサーが存在した時のツイート数の推移予想 

表 5 影響を受けたフォロワー数とツイート日時との関係 

 

図 4 1 時間ごとのツイート数の変化 
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